
しょう5 こくご「要旨を とらえる(説明文)」 その1
なまえ 　 がつ　 にち てん  / 20

1 あいさつは 人と人の 心を つなぐ 第一歩だ。自分から 進んで あいさつを すれば、相手も 

気持ちよく なる。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア 自分から 進んで あいさつを しよう イ大きな声は 迷惑だ ウ 相手が するのを 待とう

エあいさつは 朝だけで よい こたえ 

2 生きものは たがいに つながり合って くらしている。一つが 減ると、他にも えいきょう

が 出る。自然の バランスを 守りたい。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア 自然の バランスを 守ろう イ 虫は いらない ウ生きものは 関係ない エ 自然は こわい

こたえ 

3 してもらった ことに「ありがとう」と 言葉で 伝えると、相手も うれしく なる。感謝は 

言葉に して 伝えたい。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア感謝は 言葉に して 伝えよう イ感謝は 言わなくてよい ウお礼は 迷惑だ

エ 言葉は いらない こたえ 

4 運動は 体を きたえるだけでなく、気分を 明るくする 働きも ある。毎日 少しでも 体を 

動かすように したい。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

アスポーツ選手は すごい イ 毎日 体を 動かすように したい ウ気分は 変えられない

エ 運動は 体だけに よい こたえ 
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5 ものを 大切に 使えば、長く 使うことが でき、ごみも 減る。ものを 大事に する 心を 持

ちたい。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア新しい ほうがよい イものを 大切に 使おう ウごみは 気にしない エ安ければよい

こたえ 

6 丁寧な 言葉づかいは、相手を 大切に 思う 気持ちの 現れだ。ふだんから 言葉づかいに 気

を 付けたい。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア 言葉は 何でもよい イ 丁寧は 面どうだ ウ 丁寧な 言葉づかいを 心がけよう

エ 早口が よい こたえ 

7 本を 一冊 読み終えると、知らなかった 世界が 広がる。いろいろな 本に 手を 伸ばしてみ

よう。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

アいろいろな 本を 読もう イ本は 重い ウ 読書は つまらない エ本は 一冊で 十分だ

こたえ 

8 知らない 言葉に 出会ったら、そのままに せず 辞書で 調べる 習 慣を 付けると、言葉の 

力が 伸びる。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア 言葉は 覚えなくてよい イ 知らない 言葉は 調べよう ウ辞書は 重い

エ意味は 気にしない こたえ 
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9 字は 丁寧に 書くと、読む 人に 気持ちが よく 伝わる。急ぐ ときも 一字ずつ 心を こめて 

書きたい。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア 早く 書くのが 一番だ イ 字は 丁寧に 書こう ウ 字は 何でもよい

エ 字は 大きいほどよい こたえ 

10 予定を 手帳に 書いておくと、うっかり 忘れることが 減る。大事な 予定は メモして おき

たい。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア 手帳は 重い イ予定は 覚えなくてよい ウ 忘れても よい エ予定は メモして おこう

こたえ 

11 スポーツでは、一人の 力より、みんなで 力を 合わせることが 勝利に つながる。協 力す

る 心を 大切にしたい。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア一人で がんばればよい イ 仲間は いらない ウ 勝てば 何でもよい

エみんなで 協 力しよう こたえ 

12 困っている 人に 気づいたら、「大じょうぶ?」と 声を かけるだけで、その人は 安心す

る。勇気を 出して 声を かけたい。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア 自分に 関係ない イ 困っている 人に 声を かけよう ウ黙っている ほうがよい

エ 声かけは 迷惑だ こたえ 
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13 同じことを 伝えるにも、言葉の 選び方で 相手の 受け取り方は 大きく 変わる。言葉は 

丁寧に 選びたい。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア 言葉は 何でもよい イ 言葉は 丁寧に 選ぼう ウ 早口が よい エ黙っている ほうが よい

こたえ 

14 地球上で 人が 使える 水は ごく わずかしか ない。水は かぎりある 資源であり、むだづ

かいを やめて 大切に 使うべきだ。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア水道代は 高い イ 雨が 降れば 安心だ ウ 地球には 水が 多い エ水を 大切に 使うべきだ

こたえ 

15 木や 草花は、町の 空気を きれいに し、心を なごませてくれる。町の 緑を 大切に した

い。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア木は じゃまだ イ 空気は 気にしない ウ 町の 緑を 大切に しよう エ緑は いらない

こたえ 

16 読書は、行ったことのない 場所や 会ったことのない 人に 出会わせてくれる。毎日 少し

ずつでも 本を 読む習 慣を 付けたい。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア 毎日は 読めない イ 読書の 習 慣を 付けたい ウ 旅行に 行くべきだ エ本は 高価である

こたえ 

おな つた ことば えら かた あいて う と かた おお か ことば

ていねい えら

ひっしゃ いちばん つた ようし

ことば なん ことば ていねい えら はやくち だま

ちきゅうじょう ひと つか みず みず しげん

たいせつ つか

ひっしゃ いちばん つた ようし

すいどうだい たか あめ ふ あんしん ちきゅう みず おお みず たいせつ つか

き くさばな まち くうき こころ まち みどり たいせつ

ひっしゃ いちばん つた ようし

き くうき き まち みどり たいせつ みどり

どくしょ い ばしょ あ ひと であ まいにち すこ

ほん よ しゅうかん つ

ひっしゃ いちばん つた ようし

まいにち よ どくしょ しゅうかん つ りょこう い ほん こうか



17 体を 動かすことを 習 慣に すると、風邪を ひきにくく なる。エレベーターより 階段を 

使ってみよう。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア 風邪は 防げない イ 運動は 嫌いだ ウふだんから 体を 動かそう エ 階段は つかれる

こたえ 

18 自然の 中で 過ごすと、心が 落ち着き、新しい 発見も ある。ときには 外に 出て、自然に 

触れてみよう。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア 外は 危ない イ家の中が 一番だ ウ 虫は こわい エ 自然に 触れてみよう

こたえ 

19 失敗は だれにでも ある。大切なのは、失敗から 学んで 次に 生かすことだ。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア 失敗した人は だめだ イ 失敗から 学ぼう ウ 失敗は 忘れよう エ 失敗は してはいけない

こたえ 

20 宿 題は、その日の うちに 終わらせると、後が 楽に なる。ためこまずに こつこつ 進めた

い。

筆者が 一番 伝えたいこと(要旨)は?

ア 後で まとめてやる ほうがよい イ 宿 題は しなくてよい ウ 宿 題は ためてよい

エ 宿 題は こつこつ 進めよう こたえ 
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こたえ　しょう5 こくご「要旨を とらえる(説明文)」 その1

1  ア 自分から 進んで あいさつを しよう

2  ア 自然の バランスを 守ろう

3  ア 感謝は 言葉に して 伝えよう

4  イ 毎日 体を 動かすように したい

5  イ ものを 大切に 使おう

6  ウ 丁寧な 言葉づかいを 心がけよう

7  ア いろいろな 本を 読もう

8  イ 知らない 言葉は 調べよう

9  イ 字は 丁寧に 書こう

10  エ 予定は メモして おこう

11  エ みんなで 協力しよう

12  イ 困っている 人に 声を かけよう

13  イ 言葉は 丁寧に 選ぼう

14  エ 水を 大切に 使うべきだ

15  ウ 町の 緑を 大切に しよう

16  イ 読書の 習慣を 付けたい

17  ウ ふだんから 体を 動かそう

18  エ 自然に 触れてみよう

19  イ 失敗から 学ぼう

20  エ 宿題は こつこつ 進めよう


